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誌など西欧の一流気象学誌にまさるとも劣らぬ内容をも

ち，海外の気象学界で高く評価されているのは貴学会の

今日までの御努力の賜物と申すべきでしよう．

　私は海外各地の大学，研究所などでこの「気象集誌」

が広く活用されているのを親しく見て，わが国の学問の

ために大いに意を強うしたものであります．

　気象学は現在非常な進歩発展をとげ，地球物理学の他

の分野との関連も益々密になって来ております．

　超高層の大気の研究が進むにつれて気象学は宇宙線の

問題，電離層の問題などと関連し，物理化学，原子物理

学，空中電気学と密接に結びっいています．気象学と化

学との結びっきは，放射能雨の問題で我々の重要関心事

となっています．

　又大気中の炭酸ガス量の消長は，我々の住む地球の気

候に大いなる影響ありといわれ，今次国際地球観測年の

重要課題の一となっております．更に海洋学と気象学の

むすびつきについては，長期予報に海況資料が現在活用

されている事でも明らかであります．

　このように気象学と地球物理学他分野との関連が濃く

なってきているとき，私共は日本気象学会が日本地球物

理学連合会の中核体と『して，今後一層の発展をとげられ

ん事をねがうものであります．

　日本気象学会がこの75周年を契機どして更に飛躍発展

をとげられ，わが国の平和的復興と人類の福祉の増進

に，気1象学を通じて偉大なる寄与をされる事を期待し，

お祝いの言葉といたしたいと思います．

　昭和32年11月9日

　　　　日本地球物理学会連合　当番単会

　　　　　日本海洋学会会長　日　高　孝　次（代読〉

創立75周年記念大会に寄せられた祝電

ベルギー気象学会々長

Dear　Mr．President，

　　I　acknowledge　the　receipt　of　your　letter

of　the30th　of　September．I　apPreciate　very

much　your　kind　invitation，but　my　academic

duties　at　this　period　of　the　year　do　not　allow

me　to　travel　abroad．

　With　my　very　best　wishes　for　a　successful

celebration　of　the　75th　anniversary　of　the

Meteorological　Society　of　Japan．

　　　　　　　　　　　Sincerely　yours，

　　　　　　　　Prof．Dr．J．Van　Mieghem．

　　　　　　　中国気象学会々長

Dear　Sir
　　　　，
　　I　am　in　receipt　of　your　cordial　invitation

to　attend　the　commemorating　meeting　of　the

75th　anniversary　of　the　Founding　of　Meteoro－

10gical　Society　of　Japan．Owing，however，to

the　fact　that　I　shall　be　on　a　mission　abroad

by　that　time，I　have　to　forego　the　opportunity

of　accepting　your　invitation．Please　accept　my

sincere　thanks　for　your　invitation．Wishing

you　success　in　holding　your　forthcoming　meeti11瓢

　　　　　　　　　　　　Yourssincerely，

　　　　　　　　　　　　Coching　Chu
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　　　中華人民共和国気象局長

日　本気　象学会

日本気象学：会創立七十

五周年大会：我謹代
中華人民共和国中央
象局熱烈地祝賀日本
象学会創立七十五周
大会．預祝大会成功
　　　　　　　　　　　　　　湶　長
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　　　　　　　　ドイツ気象台長

Sehr　geehrter　Herr　Hatakeyama！

Ich　bestatige　den　Empfang　Ihrer　an　Herm　Dr．

Benckendorf壬gerichteten　Einladung　zum75－jii一・

hrigen　Bestehen　Ihrer　Gesellschaft．Ich　darf　Sie

darauf　aufmerksam　machen　daB　Herr　Dr．Be一
　　　　　　　　　　　　　，
nckendorff　vor　zwei　Jahren　mit　Erreichen　der

Altersgrenze　aus　dem　Deutschen　wetterdienst

ausgeschieden　und　ill　den　Ruhestand　getreten

ist．Seit1．11．1955wird，der　Deutsche　wetteト

dienst　von　mir　geleitet．

Ich（ia，nke　Ihnen　fUr　Ihre　freundliche　Einladung，、

von　der　ich　annehme　daB　sie　fUr　den　Prasi一
　　　　　　　　　　，
denten　des　Deutschen　Wetterdienstes　bestimmt

ist．Anderweitige　Verpflichtungen　machen　es

mir　leider　unmδglich，an　den　Feierlichkeiten

anlaBlich　des　75．　Jahrestages　des　Bestehens

der　Meteorological　Society　of　Japan　teilzuneh－

men．Ich　w蔵nsche　einen　guten　Verlauf　und　bin

　　　　　　　　mit　vor痴glicher　Hochachtung

　　　　　　　　　　　　　　　　Dr．G．Bell

　　　　日本地球電気磁気学会委員長

75周年記念式にあたり，貴単会の過去の偉大なる功績

惑天気”4．12．



r

を讃え，将来一層の御発展を祈る．

創立75周年記念大会に寄せられた祝電

長谷川万吉

英国気象学会々長

Dea，r　Mr．President，

　　I　greatly　apPreciate　your　kind　invitation

to　me　to　represent　the　Royal　Meteorological

Society　at　the　75th　Anniversary　celebrations

of　the　Meteorological　Society　of　Japan．　Other

committments　will　unfortunately　prevent　my

accepting　your　invitation　but　on　behalf　my

Council　I　extend　to　you　our　sincere　greetings

coupled　with　our　very　be5t　wishes　to　your

Society　in　its　endeavours　to　advance　meteoro－

logical　science．

　　　　　　　　Yourssincerely，

　　　　　　　　P．A．Sheppar（1

　　　　　　　　　　President
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　　　アメリカ空軍第10気象隊司令官

Dear　Dr．Hatakeyama：

　　It　is　with　great　pleasure　that　I　note　the

occasion　of　the75th　Anniversa，ry　of　the　Mete－

orological　Society　of　Japan．

　The　contributions　of　the　Meteorological　So－

ciety　of　Japan　to　the　advancement　of　techni－

cal　knowledge　have　aided　scientific　investiga＿

tors　throughout　the　world　in　their　work　in

the　fields　of　meteorelogy　and　geophysics．The

Journal　of　the　Meteorological　Society　of　Japan，

with　its　technical　articles　written　in　English，

has　been　an　invaluable　source　of　information，

not　only　to　the　successful　pursuits　of　the10th

Weather　Group　in　the　Far　East，but　more　es－

pecially　toward　the　international　advancement

of　meteorology．In　this　way　the　Society　has

contributed　greatly　to　the　cooperative　atmos－

phere　of　the　intemational　family　of　nationsシ

of　which　Japan　is　such　an　active　member．

　　On　behalf　of　the10th　weather　Group，may

I　offer　the　Socity　our　sincerest　congratulations

for　its　past　achievements　a，nd　our　hope　for　its

continued　future　success．

　　　　　　　　　　Sincerely，

　　　　　　　　　　Donald　W．Roberts

　　　　　　　　　　Colone1，USAF

　　　　　　　　　　Commander

創立75周年記念大会の模様

　11月7日，8日の気象研究所と合同の研究発表を皮切

と「して，4日間にわたる創立75周年記念大会が開催され

た．7日8日の講演会は例年のように，両会場（第一会

議室と研修所東京教室）ともに多数会員が参集し，活濃

な討論がなされたが，9日は会場を大正記念館に移し，

石川業六，駒林　誠，岸保勘三郎の3氏による総合講演

会，祝賀式及ぴ祝賀会が開催された．この3氏による総

合講演の内容は，くわしく本誌に掲載されるはずであ
る．

　祝賀式は淵理事の「挙式の辞」によって，畠山理事長

の式辞にはじまり，多年にわたり学会に対して功労のあ

った佐藤順一氏に対して，次のような理事長の言葉とと

もに記念品が贈呈された．

　　佐藤順一氏の本学会に対する示年の切労

　佐藤順一一氏は明治30年（1897年）の春　大分測候所に

奉職し，その年から本学会会員となった．

　明治34年の春，出京して山階宮に奉仕し，筑波山頂気

象観測所を設立し，その後観測に従事した．山階宮菊麿

王殿下御他界の後は中央気象台付属筑波山測候所長とし

て勤務した．

　大正9年8月中央気象台技師となって従軍し，サガレ

ン派遣軍民政部亜港観測所を設立し，在任5年の後大正

1957年12月

14年の春　派遣軍とともに帰国し，本官を辞し中央気…象

台嘱託として勤務した．

　大正15年4月に大日本気象学会幹事に推挙され・その

後引続き幹事に推挙されたこと8回に及んだ．昭和16年

7月本学会が社団法人日本気象学会に改組の時その理事

となった．その後昭和27年5月まで理事に当選6回・就

任した．

　昭和27年5月には監事に当選し，昭和29年5月満期退

任された．大IE15年4月からかぞえれば28年余の永きに

わたり本学会のために尽力された．

　この間昭和15年6月2日には雷災で在庫の図書全部焼

失したので復旧につとめられた．戦時中は印刷用紙の獲

得，戦後はオフセット印刷等で機関誌の維持に努力さ

れ，なおその他の印刷物の出版や，講演会の発展に尽力

されたことが大きい．

　次に本年度から制定された初の岡田賞は・岸保勘三郎

氏に対して，岡田武松先生記念会理事長　和達蒲夫氏の

手から渡された．

　表彰式を終って，来賓祝辞に移り，文部大臣　松永

東氏（吉田順五博士代読），運輸大臣　中村三之丞氏，

日本學術会議会長　茅　誠司博士，アメリカ気象学会々

7


